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高田馬場西商店街振興組合

早大理工
（商店街区から

徒歩10分程度）
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JR山手線 高田馬場駅

東京メトロ東西線 高田馬場駅

連携商店街の立地

早大本部
（商店街区から

徒歩20分程度）

デジタル技術を活用して
学生と商店街の間に

新しいつながりを創出したい！



• 商店街の潜在的魅力の再発見

→学生目線での各店舗様とのコミュニケーション

→店舗ならではの新しい魅力を再発見

• 商店街の魅力の商店街内外への発信

→商圏と来街者を繋ぐための地域マップ制作

→商店街情報と地域情報の効果的な発信

• デジタルとアナログを組み合わせたDX戦略の実践

→地域マップの紙媒体配布＋デジタル化

→来街者と店舗のつながり醸成に貢献する情報の分析

→つながり醸成に資する口コミの特定
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実施概要：商店街と来街者の間のつながり醸成！



準備と実地調査

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地域マップ制作（店舗インタビュー・デザイン）

振り返り分析評価

申請手続

個店同意書
→調査訪問や説明訪問など

商店街の潜在的魅力の再発見

デジタルとアナログを組み合わせたDX戦略

商店街の魅力の商店街内外への発信

つながり醸成に貢献する情報特定のための実証実験＋分析

印刷・配布

マップデジタル化・公開

実施概要：令和5年度のスケジュール



実施概要：地域マップの制作

特徴
現役大学生が自ら店主様に取材して作成する最新の地域マップ

→Q＆Aによるコミュニケーションの検討

→店主様との「対話」から「新しい店舗の魅力」を見出す活動
→支払方法など従来の地域マップにないデータも記載

「高田馬場西」らしさ・オリジナリティ（歴史，懐かしさ）
→歴史：「アトムの壁画」や「腰折地蔵尊」を記載

→懐かしさと国際性：レトロな紙質でのマップ制作

人々の生の声をリアルに記載（親近感、新しい発見）
→商店街：振興組合会長や学生の声を記載

→専門家：都市計画の専門家（早大）のエッセイ



実施概要：地域マップの制作

学生によるQ＆Aコミュニケーション

インタビュー事項

1. お店の歴史

2. 商品・サービス概要

3. お店のこだわり

4. 仕事のやりがい

5. おすすめの商品・サービス

6. 基本情報

インタビュー事項の選定理由

➢ 老舗の店舗が多いため，歴史や受け継がれてきたこだわりを紹介したい！

➢ 提供している商品・サービスやイラストを記載し，解像度の高い紹介を！

➢ 仕事のやりがいを記載することで，商店街ならではの温かさを伝えたい！

紹介文の作成

3項目からの中から2つを選択し
Q&Aの作成
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マップ位置情報紹介面（令和5年度）

実施概要：地域マップの制作
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マップ店舗情報紹介面（令和5年度）

実施概要：地域マップの制作
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マップエッセイ面（令和5年度）

実施概要：地域マップの制作
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実施概要：地域マップの制作

振興組合事務所前にて

藤兵衛公園にて
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実施概要：地域マップのデジタル化
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特徴
どのような情報発信が，来街者の行動変容に寄与するか？

→ 地域マップ制作の過程で，情報伝達の重要性を再確認

→ 来街者と商店街のつながりを醸成する情報とは？

商店街を舞台とした実践的な研究活動の展開
→ 実験室実験による統制環境下でのデータ収集

→ ネットワーク分析による，重要な情報の特定

研究成果に基づいた次年度に向けた計画立案
→ 来街者と商店街のつながりを醸成する情報が特定できた！

→ 効果的な情報発信による，商店街のつながりの醸成？

→ SNS等と連携させた地域通貨イベントの開催？

実施概要：つながり醸成に貢献する情報の調査
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実施概要：つながり醸成に貢献する情報の調査

口コミによる人と店舗の間のつながりの変化

図．口コミ情報の共有による人と店舗の間のつながりの変化

有効的に思われた口コミ情報
Case 1：他の店舗にはない珍しい魅力を発信しているとき

Case 2：特定のコミュニティに人気という情報が共有されているとき

Case 3：○○の代替としての価値が発信されているとき



（実績）
◎地域マップの作成と配布（日本語）＋ デジタル化

→ 日本語版マップ8千枚

（目標）
商店街内外での情報宣伝活動を目指した，地域マップ取材作成・配布

→ 8千枚のマップ作成・配布

事業目標に対する達成状況・実施後の効果
（定量的指標）当初目標・実績・評価

（評価）
◎店舗様の情報や魅力を来街者へ発信
◎商圏と来街者を繋ぐための地域マップ制作
◎目標の数の地域マップを作成・配布＋デジタル化



（実績）
◎来街者から見た店舗様の魅力を把握・記述

→ 地域の皆様と学生との紐帯を高めた
◎来街者の行動変容を促す情報の特徴を特定

（目標）
◎地域×学生のマップ取材コミュニケーション

→ 学生による店主様へのインタビュー
◎商圏向け情報サービスの検討

→ つながり醸成に貢献する情報の調査

事業目標に対する達成状況・実施後の効果
（定性的指標）当初目標・実績・評価

（評価）
◎来街者から見た店舗様の魅力を把握・記述
◎来街者の行動変容に寄与する情報発信を調査



商店街内外での情報宣伝活動
→学生目線で，「新しい店舗の魅力」を調査・新発見
→地域マップの制作を通じた，来街者と商店街のつながり醸成

デジタル技術による地域情報の効果的発信
→紙媒体＋デジタル媒体による，地域情報の発信
→潜在的な商店街利用客に向けたマーケティングを実現

つながり醸成に貢献する情報の調査
→来街者と商店街のつながりを醸成する口コミ情報を特定

事業成果を学術論文として社会発信
→本事業担当学生は，本研究成果を学会発表した
溝渕 健太，家入 祐也，菱山 玲子．ユーザ属性を踏まえた地域マップカスタマイズシステムの開発．
情報処理学会 第86回全国大会，1ZF-06，神奈川大学，March 15-17, 2024.

事業の総括



次年度の計画

商店街の新しいつながりを醸成するための
地域通貨イベントの企画・実施

SNSや地域マップと連携させたイベントを実施

地域マップ掲載情報の更新＋新規店舗開拓
地域マップの多言語化による新しいつながりの活性化

800千円

総額：2,000千円

1,000千円

商店街の魅力を効果的に発信するための
動画コンテンツの企画・調査

最終年度に向けた予備調査＋準備
200千円



謝辞
有益な事業へのお力添えを賜り

厚く御礼申し上げます．

• 高田馬場西商店街振興組合の皆様

• 商店街サポーターの皆様

• 新宿区役所の皆様

• 早稲田大学の皆さん
– 研究総合支援課，理工センター総務課

– 早大理工学術院情報生産システム研究科

– 早大理工学術院総合研究所

– 早大経営システム工学専攻，教員有志の皆様

– 研究室の学生諸君
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